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ABSTRACT 
 

 本研究の目的は，抑うつは攻撃性の自己への向けかえによって生じるという精神分析理論

に基づき，怒りを内に向けることが抑うつをもたらすのかどうかを検討することであった。

167名の大学生が抑うつを測定するSDSと怒りを測定するSTAXIを含む質問紙に回答した。

なお STAXI は，状態-特性怒り尺度（“状態怒り”，“特性怒り”）と怒り表出尺度（“怒り表出”“怒
り抑制”“怒り制御”）から構成される。階層的重回帰分析の結果，STAXI の怒りの表出傾向の

うち“怒り抑制”のみが抑うつに影響を及ぼしていたことが示された。このことから，怒りを

抑制することによって抑うつが生じたり持続されたりすることが示唆され，精神分析的理論

を支持する可能性がうかがわれた。抑うつの予防には怒りを適切に表現することが重要であ

るということについて論じる。 
 
The psychoanalytic theory that depression arises from turning aggression towards the 

self was examined by investigating the possibility that depression is caused by inwardly 
focusing anger. University students (n=167) completed questionnaires that includedthe 
Self-Rating Depression Scale (SDS) and the State-Trait Anger Expression Inventory 
(STAXI), which respectively measures depression and anger. STAXI consists of the 
State-Trait Anger Scale (“State Anger” and “Trait Anger”)and the Anger Expression Scale 
(“Anger-Out”, “Anger-In”, and “Anger-Control”).Results of hierarchical multiple linear 
regression analysis indicated that the Anger-In measure of STAXI affected depression 
only in the relation to anger expression. This result suggests that development and the 
maintenance of depression might arise from anger-in (focusing anger inwardly, or anger 
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suppression), which supported the psychoanalytic theory. We have discussed the 
importance of appropriately expressing anger as a method of preventing depression 
 
＜Key-words＞ 
抑うつ，怒り，精神分析理論 
depression, anger, psychoanalytic theory 

 Asian J Human Services, 2012, 3:77-86. © 2012 Asian Society of Human Services 
 
 

Ⅰ．問題と目的 

 
１．現代におけるうつ病の問題 
 近年，うつ病者の増加が指摘されており，実際に厚生労働省が 3 年ごとに全国の医療施設

に対して行っている 2009 年度の「患者調査」(厚生労働省, 2010)では，平成 8 年には 43.3
万人だったうつ病等の気分障害の総患者数は，平成 20 年には 104.1 万人と 12 年間で 2.4 倍

に増加していることが示されている。うつ病による休職者数の増加やうつ病を原因とする自

殺も問題となっており，病気と診断された個人だけでなく，その周囲の人々や社会，経済に

与える影響も懸念され，早期の予防が望まれる。また，これまでの一般的なうつ病の症状と

は異なり，自責感が強くなく，他人を責めるという特徴をもつ非定型うつ病や新型うつ病の

存在，うつ病の経過の中でアンガーアタックと呼ばれる突発的でコントロールしきれない怒

りが生じるケースも注目されてきている(衛藤･岡村･宮城, 2010; Painury, Sharan, &Matto, 
2005)。衛藤他(2010)によると，非定型うつ病では，自責感が強くなく他人のせいにするとい

う特徴の他に，気分の状態や睡眠，食欲の傾向がこれまでのうつ病と異なり，若い世代に目

立つとされ，薬物療法以上にカウンセリングや心理療法などの心理学的援助が重要であると

されている。新型うつ病は，さらにタイプが分けられ，タイプごとに自己中心的であったり，

イライラを伴ったりするなどの症状がみられ，抗うつ薬の効果が期待できないとされている。

またアンガーアタックについて Painury et al.(2005)は，1990 年に初めて記述されたこと，

うつ病の経過の中での突発的でコントロールできない激しい怒りを特徴としていること，そ

の発作の後に罪悪感が続くこと，抗うつ薬で改善するためうつ病における怒りの特別な形で

あるとされることなどを示している。アンガーアタックをもつ患者は，アンガーアタックの

ない患者よりも抑うつや絶望感，不安や敵意，苦悩を高く感じていることが報告され，依存

性，回避性パーソナリティ障害や自己愛性，境界性，反社会性パーソナリティ障害の基準を

満たしやすいなどの特徴が示されている。これに限らず，抑うつ症状を呈するものが攻撃性

を持ちあわせることは，対人関係の問題や衝動的な自殺との関連が懸念され，その予後は必

ずしも良くないとされる(Painury et al.,2005; Moreno, Selby, Huhriman, & Laver, 1994)。
このように近年の臨床事例ではうつ病における攻撃性の高さが注目されており，抑うつと攻

撃性の関連について検討を重ねていくことは意義あるものと考えられる。 
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２．抑うつと攻撃性に関する理論と実証研究 

 抑うつと攻撃性の関連についての検討は，抑うつは大切な他者に向かうはずだった攻撃性

が自己に向け変えられたものであるという精神分析理論に始まる。Arieti&Bemporad (1978 
水上･横山･平井訳 1989)によると，S.Freud は，患者の臨床観察から，メランコリーと悲哀

を比較してうつ病における自責感について述べ，うつ病者の喪失が内面的で無意識的なもの

であり，喪失における内的感覚を説明するものとして，うつ病者のひどく不当化した自責感

を挙げている。その自責感は，実は自分自身ではなく，自分自身の自我に移された愛の対象

に向けられたものであり，もし攻撃性が外部に向けて表現されなければそれは自己に向かう

と考えられている。すなわち，うつ病者の自責感というのは，対象喪失の結果，対象に向け

た攻撃性が自己に向き変わったものであるといえる。抑うつと攻撃性との関連に関する実証

研究は，このような攻撃性の自己への向け変えという観点から行われているものが多い。 
 例えば，Moreno et al. (1994)は抑うつと敵意(hostility)との関連について，敵意を怒り

(anger)のような感情(affects)の側面，憤り(resentment)のような態度(attitudes)の側面，攻

撃(aggression)や暴力(violence)のような行動(behaviors)の側面などから包括的に捉え，検討

している。結果，自己批判や罪悪感，内罰性のような内に向けられる敵意の方が抑うつとの

相関が高かったものの，言語や攻撃行動，外罰性のような外に向けられる敵意も抑うつと正

の相関があり，抑うつが高い者は敵意の各側面も含めて全体的に敵意が高いことを示してい

る。また，Riley, Treiber, & Woods(1989)は，敵意(hostility)を怒りやすい態度傾向とし，怒

り(anger)を感情の要素であるとして敵意と怒りを分け，敵意や怒りの経験の頻度と怒りの表

出傾向に注目してうつ病者と正常者を比較している。結果，抑うつと敵意・怒りの間にはそ

れぞれ正の相関がみられ，うつ病者は敵意や怒りを正常者よりも有意に多く感じているもの

の，怒りを表出せずに抑制する傾向があることが示されている。 
 うつ病者に限らず大学生を対象とした研究として，上野･丹野･石垣(2009)は，物理的な攻

撃行動や言語的な攻撃のような行動的側面をさす表出性攻撃と，怒りの喚起されやすさとし

ての短気や他者への否定的な信念や態度としての敵意のような情動的側面をさす不表出性攻

撃の 2 側面から攻撃性を捉えて，抑うつとの間に関連がみられるか，どちらと関連が強いの

かについて検討している。結果，健常大学生では，抑うつが高い人は全般的にやや攻撃性が

高く，抑うつと表出性攻撃(言語･行動)よりも不表出性攻撃(短気・敵意)が強く関連している

ことが示されている。また，鈴木･安齊(1999)は，P-F スタディの標準法と質疑法を用いて標

準法によって外側に現れる外面的攻撃性と質疑法によって現される内面的攻撃性を測定した

結果，外的反応では自責固執反応が多かったものの内的反応では反応数が少なく，他責や他

責逡巡反応が多かったことから，抑うつ者は表面上は罪悪感を感じ，自ら問題を解決しよう

としているように見えるが，内面では不平不満を抱いているという特徴が示されている。 
 以上のように，先行研究からは抑うつが強い人は感情･態度･行動含めて全般的に攻撃性が

高いことや，行動的側面よりも情動的側面の攻撃性である敵意や短気との関連が強いこと，

うつ病患者は健常者に比べ，怒りを抑制しやすいこと，抑うつ者は表面上は罪悪感を感じ，

自ら問題を解決しようとしているように見えるが，内面では不平不満を抱いていることなど

が示されてきている。これらの実証研究の結果と精神分析理論との関連については，たとえ

ば Riley et al. (1989)は，怒りの増加と怒りの抑制が抑うつを引き起こしているかもしれない

と考察し，抑うつは怒りの向き変えによるという精神力動仮説と関連することを示唆してい
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る。すなわち，怒りの自己への向き変えについては怒りの抑制に現れると考えられており，

実証研究においては怒りの抑制という測度から捉えられているといえる。本研究でも，この

ように怒りの抑制は自己への向き変えと関連するという仮説に基づき検討する。 
 

３．本研究における攻撃性と怒りについて 

 抑うつと攻撃性の高さについては全般的には正の相関があることが示されており，抑うつ

者の攻撃性の特徴についても研究がすすめられているが，細かい部分では結果は一貫してい

ない。Moreno et al.(1994)も指摘しているが，先行研究において抑うつとの関連で測定され

ている攻撃性概念は多様であり，その多様性や曖昧さがひとつの問題であると考えられる。

そこで，本節では攻撃性概念について整理する。 
 攻撃とはほかの個体に対して危害を加えようと意図された行動であり，攻撃性とは攻撃を

起こす，認知，情動，動機づけ，パーソナリティなどの内的過程であり，認知や情動などの

内的過程を含み広く定義される(大渕, 1999)。Moreno et al.(1994)が hostility を包括的に捉

えているのと同様に，山崎・坂井・曽我・大芦・島井・大竹(2001)は，攻撃性(aggressiveness)
を感情面としての怒り(anger)，認知面としての敵意(hostility)，行動面としての攻撃

(aggression)のように細分化し，それらを総称して攻撃性としている。このように細分化され

ることによっていわゆる攻撃性のどの部分が抑うつと関連があるのかを検討できる。本研究

では山崎ら(2001)の定義にしたがって，感情面としての怒り，認知面としての敵意，行動面

としての攻撃として攻撃性を捉えることとする。 
 前節で概観した抑うつと攻撃性の関連についての実証研究からは，抑うつが行動的側面の

攻撃性よりも認知面や感情面の攻撃性である敵意や怒りとの関連が強いことが示されている。

近年は，アンガーアタックと呼ばれる抑うつ者の怒りの問題や，怒りを抑制しやすいという

ような怒りの表出傾向も注目されていることも踏まえ，本研究では攻撃性の中でも怒りとそ

の抑制に注目し抑うつとの関連を検討する。 
 
４．本研究の目的 
 前述のように，精神分析理論では，抑うつは大切な他者に向かうはずだった攻撃性が自己

に向け変えられたものであると考えられている。本研究ではこの理論及び Riley et al. (1989)
の見解にもとづき，攻撃性の自己への向け変えは怒りの抑制に現れると仮定し，抑うつと怒

りの抑制との関連を明らかにすることで，抑うつの精神分析理論を実証的に検討することを

目的とする。 
 なお，怒り及び怒りの抑制の測定には，Spielberger によって作成された State-Trait Anger 
Expression Inventory(以下 STAXI)の鈴木･春木(1994)による日本語版を用いることとする。

STAXI は，状態-特性怒りを測定する State-Trait Anger Scale(以下 STAS)と，感じられた怒

りがどの程度外へ表現されたり，抑制されたりしているのか，怒りの表出の方向について測

定する Anger Expression Scale(以下 AX)の 2 つの尺度を合わせたものである。STAS は情動

状態としての怒りの強さを測定する「状態怒り(State Anger)」とパーソナリティ特性として

の怒りやすさの個人差を測定する｢特性怒り(Trait Anger)｣からなる。AX は怒りを他の人や

周囲の対象に向ける「怒りの表出(Anger-Out)」，怒りを表現することを抑えたり，怒りを心

の中に抱いたりする「怒りの抑制(Anger-In)」，怒りを抑制しようとする「怒りの制御(Anger- 
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る。すなわち，怒りの自己への向き変えについては怒りの抑制に現れると考えられており，

実証研究においては怒りの抑制という測度から捉えられているといえる。本研究でも，この

ように怒りの抑制は自己への向き変えと関連するという仮説に基づき検討する。 
 

３．本研究における攻撃性と怒りについて 

 抑うつと攻撃性の高さについては全般的には正の相関があることが示されており，抑うつ

者の攻撃性の特徴についても研究がすすめられているが，細かい部分では結果は一貫してい

ない。Moreno et al.(1994)も指摘しているが，先行研究において抑うつとの関連で測定され

ている攻撃性概念は多様であり，その多様性や曖昧さがひとつの問題であると考えられる。

そこで，本節では攻撃性概念について整理する。 
 攻撃とはほかの個体に対して危害を加えようと意図された行動であり，攻撃性とは攻撃を

起こす，認知，情動，動機づけ，パーソナリティなどの内的過程であり，認知や情動などの

内的過程を含み広く定義される(大渕, 1999)。Moreno et al.(1994)が hostility を包括的に捉

えているのと同様に，山崎・坂井・曽我・大芦・島井・大竹(2001)は，攻撃性(aggressiveness)
を感情面としての怒り(anger)，認知面としての敵意(hostility)，行動面としての攻撃

(aggression)のように細分化し，それらを総称して攻撃性としている。このように細分化され

ることによっていわゆる攻撃性のどの部分が抑うつと関連があるのかを検討できる。本研究

では山崎ら(2001)の定義にしたがって，感情面としての怒り，認知面としての敵意，行動面

としての攻撃として攻撃性を捉えることとする。 
 前節で概観した抑うつと攻撃性の関連についての実証研究からは，抑うつが行動的側面の

攻撃性よりも認知面や感情面の攻撃性である敵意や怒りとの関連が強いことが示されている。

近年は，アンガーアタックと呼ばれる抑うつ者の怒りの問題や，怒りを抑制しやすいという

ような怒りの表出傾向も注目されていることも踏まえ，本研究では攻撃性の中でも怒りとそ

の抑制に注目し抑うつとの関連を検討する。 
 
４．本研究の目的 
 前述のように，精神分析理論では，抑うつは大切な他者に向かうはずだった攻撃性が自己

に向け変えられたものであると考えられている。本研究ではこの理論及び Riley et al. (1989)
の見解にもとづき，攻撃性の自己への向け変えは怒りの抑制に現れると仮定し，抑うつと怒

りの抑制との関連を明らかにすることで，抑うつの精神分析理論を実証的に検討することを

目的とする。 
 なお，怒り及び怒りの抑制の測定には，Spielberger によって作成された State-Trait Anger 
Expression Inventory(以下 STAXI)の鈴木･春木(1994)による日本語版を用いることとする。

STAXI は，状態-特性怒りを測定する State-Trait Anger Scale(以下 STAS)と，感じられた怒

りがどの程度外へ表現されたり，抑制されたりしているのか，怒りの表出の方向について測

定する Anger Expression Scale(以下 AX)の 2 つの尺度を合わせたものである。STAS は情動

状態としての怒りの強さを測定する「状態怒り(State Anger)」とパーソナリティ特性として

の怒りやすさの個人差を測定する｢特性怒り(Trait Anger)｣からなる。AX は怒りを他の人や

周囲の対象に向ける「怒りの表出(Anger-Out)」，怒りを表現することを抑えたり，怒りを心

の中に抱いたりする「怒りの抑制(Anger-In)」，怒りを抑制しようとする「怒りの制御(Anger- 

Control)」の 3 つからなる。この AX 尺度の中の｢怒り抑制｣に着目し，抑うつとの関連が認

められるかどうかを検討する。 
 

 

Ⅱ．方法 

 

１．調査対象者 

 大学生 177 名を対象に質問紙調査を実施した。そのうち，記入漏れや記入ミスのあった回

答を除いた有効回答者 167 名（男性 51 名，女性 116 名，平均年齢 20.45 歳±1.05 歳）を分

析対象とした。有効回答率は 94.35％であった。 
 
２．手続き 
 質問紙は，一部は講義時間を利用して配布し持ち帰って記入してもらった後，翌週の講義

後に回収し，一部は個別に質問紙を配布し，その場で記入して回収するか後日回収した。 
 
３．質問紙の構成 

（１）怒り 
鈴木・春木(1994)による STAXI 日本語版(44 項目)を用いた。情動状態としての怒り

の強さを測定する「状態怒り」10 項目，パーソナリティ特性としての怒りやすさの個

人差を測定する｢特性怒り｣10 項目，怒りを他人や周囲のものに対して向ける「怒りの

表出」，怒りを内にためる「怒りの抑制」，怒りが外に出るのを抑えようとする「怒り

の制御」の AX 尺度 24 項目からなる。回答は「まったくあてはまらない(1)」から「と

てもよくあてはまる(4)」の 4 件法により評定を求めた。 
（２）抑うつ 

自己評定式抑うつ性尺度 Self-rating Depression Scale（以下 SDS とする）の日本

語版(福田･小林, 1973)を用いた。20 項目からなる尺度であり，得点が高いほど抑うつ

が高いことを意味する。回答は「ないかたまに(1)」から「ほとんどいつも(4)」の 4 段

階で評定を求めた。 
 
 

Ⅲ．結果 

 

１．各尺度の基礎統計量と相関係数 

 各尺度ごとに合計点を算出し，それぞれの平均値と標準偏差，相関係数を算出した(表 1)。
相関分析の結果，抑うつと状態怒りの間，抑うつと特性怒りの間には中程度の正の相関が認

められた(それぞれ r=.41, r=.33, p<.001)。また，抑うつと怒り抑制の間には中程度の正の相

関がみられた(r=.31, p<.001)。 
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表 1 各尺度の平均値と標準偏差，変数間の相関係数 

 2 3 4 5 6 平均値 SD 項目数 
1 抑うつ .41*** .33*** .12*** .31*** -.08*** 43.02 8.12 20 
STAXI         
2 状態怒り － .35*** .32*** .11*** -.16*** 14.17 5.41 10 
3 特性怒り  － .66*** .05*** -.47*** 21.41 5.87 10 
4 怒り表出   － -.08*** -.41*** 18.69 4.30 9 
5 怒り抑制    －  .41*** 20.46 4.17 8 
6 怒り制御     － 17.58 4.11 7 

*p<.05,**p<.01,***p<.001 
 

 

２．階層的重回帰分析 

 怒りの高さを一定にした上で，怒りの表出傾向が抑うつにどのような影響を与えているの

かを階層的重回帰分析により検討した(表 2)。 

 投入方法は，抑うつを目的変数として，第 1 ステップで状態・特性怒りを説明変数として

投入し，第 2 ステップで怒りの表出傾向(表出・抑制・制御)を投入した。1 回目で怒りを統制

することにより，2 回目では怒りの表出傾向がどのように抑うつに影響を及ぼしているかが

検討できる。また，ステップにおける決定係数の増加は，投入された変数が抑うつをどれく

らい説明するかを表す。結果，第 1 ステップにおける重決定係数は有意であり(R2=.21, 
p<.001)，怒りが高くなると抑うつも高くなることが示された。第 2 ステップで怒りの表出傾

向を投入したところ，重決定係数には有意な増分がみられ(⊿R2＝.09, p<.001)，怒り表出と

怒り抑制の標準偏回帰係数が有意になった(それぞれ β=-.19, p<.05,β=.28, p<.001)。このこと

から，怒りを表出することによって抑うつが低くなること，怒りを抑制することによって抑

うつが高くなることが示された。 

 

 
表 2 抑うつを目的変数とした階層的重回帰分析の結果 

ステップ 投入された変数 β R2 ⊿R2 F 値変化量 
1 怒り  .21*** .21*** 21.74*** 
 状態怒り .34***    
 特性怒り .22***    
2 怒り表出傾向  .30*** .09*** 7.00*** 
 怒り表出 -.19***    
 怒り抑制 .28***    
 怒り制御 .08***    

*p<.05,**p<.01,***p<.001 
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Ⅳ．考察 

 

 本研究では，精神分析理論をもとに抑うつと怒りの抑制との関連について検討した。結果

から，抑うつが高い者は，状態，特性に関わらず怒りが高いこと，また怒りの表出が低く，

抑制が高いことが示された。以上の結果から，怒りを感じていても表出せず，内にためるこ

とで抑うつが生じる，もしくは強まる可能性が示唆される。このことは，攻撃性が対象に適

切に向けられず，自己に向き変えられると抑うつが生じるという精神分析理論の支持につな

がるものと考えられるのではないだろうか。 

 ただし，怒りの抑制と攻撃性の自己への向け変えは同様であるとは必ずしも言えない可能

性もあることを述べておきたい。先行研究においても，攻撃性の自己への向け変えによって

抑うつが生じると言えるのかについて議論がなされてきている。例えば Moreno et al.(1994)

は，自己批判や罪悪感，内罰性が自己へ向けられた敵意であり，言語や攻撃行動が外に向け

られた敵意であるとした。しかし，抑うつ者は敵意が自己だけではなく外に向けられたもの

とも相関が高いという結果から，精神分析理論は支持されなかったとしている。精神分析理

論には無意識の考え方が根底にあると考えられるため，内面化された対象を特定したり，そ

の対象に攻撃性が向けられているかどうかを検討することは難しく，自己評定式の質問紙に

よって攻撃性を測定するだけでは方法論的に限界があるだろう。また，Riley et al.(1989)でも

述べられているように，怒りの抑制(suppression)を扱うか怒りの抑圧(repression)を扱うかの議

論もある。このように，どういった状態を攻撃性が自己へ向かった状態とするかによって結

果の捉え方は異なるものと考えられ，精神分析理論が実証されたかどうかは安易には結論づ

けられないものの，本研究の結果からは少なくとも，怒りを感じているもののその怒りを内

にためることが抑うつにつながる可能性は示唆されたと考えられる。 

 攻撃性が高いものの内にためる傾向があるというのは，鈴木・安齋(1999)で抑うつ者の攻

撃性の特徴として示されたように，表面上は表出しないものの内的には他責的であることと

類似した状態であると考えられる。Spielberger , Krasner & Solomon(1988)は，STAXI の怒り抑

制得点が高い者は絶望感や抑うつの期間を長引かせやすいことを述べているが，抑うつ者が

怒りを適切に表出せずにためこむことは，後の抑うつや怒りの高さに影響を与え，アンガー

アタックのような突発的な怒りの表出をもたらすことにもつながるかもしれない。また，う

つ病者の攻撃性の存在については必ずしも良い予後兆候ではなく，外部への注意を示す深刻

な状況も示唆するため，うつ病者の攻撃性の表現は特に禁忌であるともされている(Moreno et 

al.,1994)。以上より，抑うつの重症度が増す前にそのような攻撃性に早期に対処できることが

望ましいと考えられよう。今後は怒りを適切に表現するための方法について検討を重ねるこ

とが必要であり，怒りの適切な表現のための介入もうつ病治療においては視野に入れる必要

があると考えられる。 

 現在，怒りの適切な表現方法の一つに，さわやかな自己表現として知られるアサーション

がある(平木,2009)。怒りを表出することで抑うつが低減する可能性が本研究の結果から示唆

されたことから，怒りを適切に表現することで抑うつが予防できる可能性も考えられる。す

なわち，攻撃的な自己表現でもなく，非主張的な自己表現でもなく，アサーティブな自己表

現を心がけることが，怒りを内にためこまないという意味で抑うつの予防にもつながるかも

しれない。アサーティブな言動には，ものの見方，考え方が影響しており(平木,2009)，要す
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るに認知が影響していると考えられる。非合理的な認知を合理的なものに変えることにより，

アサーティブな考え方，ひいてはアサーティブな自己表現へとつながるものと考えられる。 
 アサーション・トレーニングに限らず，認知行動療法の有効性も示されている(金築･金築･

根建,2008)。金築他(2008)では，大学生を対象に，怒りの表出の高低群と怒りの抑制群の高

低群に分け，認知行動療法介入群と統制群の比較を行った。結果，認知行動療法の介入をし

た群において，特性的な怒りの低減が確認されていた。また，怒りの対処スタイルによって

効果は異なり，怒りの抑制が高い群では介入を行うことで怒りを抑制することに対する肯定

的な意味づけが弱まり，結果的に怒りの抑制の減少をもたらしたと考えられている。一方で，

怒りの表出が高い群は介入を行うことで特性的な怒りは低減されたが，怒りの認知的側面に

おける変容の大きさは怒りの抑制高群と比べて小さかった。具体的な介入として，認知行動

療法群には怒りに関する心理教育のほかに，自身の怒りの行動的反応における利点と不利な

点の話し合いを行うなどの認知的側面への焦点化や怒り喚起場面に対応するためのイメー

ジ・リハーサル，ホーム・ワークとしてセルフ・モニタリングが行われていた。認知行動的

アプローチにより，怒りをいかに表現するかだけでなく，普段の怒りの感じやすさ自体を低

減させることも有効な対処法と考えられるだろう。 
 その他に，湯川(2008)は，まだ発展途上ではあるが，怒り感情を筆記することにより，自

分自身が抱いている気持ちを客観的にみることができるようになり，怒りの感情を調整し受

容する制御力が強まる可能性についても言及している。ただし，抑うつ傾向の高い人には，

筆記は効かないばかりか症状を悪化させる可能性が指摘されているという見解もあり，消沈

的な感情の場合には，筆記は必ずしも効果的と言えないことが述べられている。このことか

らは，筆記法も怒りの表現の際に有効なアプローチのひとつと考えられるが，どういった対

象を相手にするかによって対処法を考慮する必要があるとも考える。 
 以上のように，怒りを適切に表現する方法を身につけたり，怒り自体を低減するようなア

プローチを行うことによって，ひいては抑うつの予防につながる可能性があると考えられる。

今後は，抑うつの問題を扱う場合に，怒りの表出方法や怒りへの対処法と関連させて検討す

ることも必要であろう。そのためにも，抑うつと怒りにはどのような関連があり，何によっ

て導かれるのかその関係性について検討することは意義があることと考える。 
 今後の研究上の課題としては次の 3 点が考えられる。第一に，抑うつ者は非抑うつ者と比

較して，配偶者や子どもを含めた近親の家族に対しては怒りを表出するという知見もある

(Painury,et al.,2005)。表出の仕方によっても適切か，不適切かが分かれると考えられるため，

どんな状況の場合に怒りを表出，抑制する傾向にあるのかなど，表出の仕方や状況などを考

慮に入れ，今後研究していく必要があるだろう。第二に，結果の一般化のためには変数間の

関連を検討するだけでなく，実際に事例的な検討を行い，本研究で得られたような結果を個

にあてはめることができるか検討する必要があるだろう。第三に，本研究では対象者を健常

者の中で抑うつ症状をもついわゆる軽度抑うつ者としたため，重度の抑うつ者に対してもこ

の結果が述べられるのか，大学生のみでなく一般の人を対象とした場合にも同様の結果が得

られるのかについて検討する必要があると考えられる。 

 最後に，前述の通り，今後抑うつの問題を考える際に怒りに着目することはその理解にお

いても援助においても有用であり意義あることと考えられる。そのためにも，抑うつと怒り

にはどのような関連があり，何がその関係性に関与しているのか実証研究を重ね，明らかに
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るに認知が影響していると考えられる。非合理的な認知を合理的なものに変えることにより，

アサーティブな考え方，ひいてはアサーティブな自己表現へとつながるものと考えられる。 
 アサーション・トレーニングに限らず，認知行動療法の有効性も示されている(金築･金築･

根建,2008)。金築他(2008)では，大学生を対象に，怒りの表出の高低群と怒りの抑制群の高

低群に分け，認知行動療法介入群と統制群の比較を行った。結果，認知行動療法の介入をし

た群において，特性的な怒りの低減が確認されていた。また，怒りの対処スタイルによって

効果は異なり，怒りの抑制が高い群では介入を行うことで怒りを抑制することに対する肯定

的な意味づけが弱まり，結果的に怒りの抑制の減少をもたらしたと考えられている。一方で，

怒りの表出が高い群は介入を行うことで特性的な怒りは低減されたが，怒りの認知的側面に

おける変容の大きさは怒りの抑制高群と比べて小さかった。具体的な介入として，認知行動

療法群には怒りに関する心理教育のほかに，自身の怒りの行動的反応における利点と不利な

点の話し合いを行うなどの認知的側面への焦点化や怒り喚起場面に対応するためのイメー

ジ・リハーサル，ホーム・ワークとしてセルフ・モニタリングが行われていた。認知行動的

アプローチにより，怒りをいかに表現するかだけでなく，普段の怒りの感じやすさ自体を低

減させることも有効な対処法と考えられるだろう。 
 その他に，湯川(2008)は，まだ発展途上ではあるが，怒り感情を筆記することにより，自

分自身が抱いている気持ちを客観的にみることができるようになり，怒りの感情を調整し受

容する制御力が強まる可能性についても言及している。ただし，抑うつ傾向の高い人には，

筆記は効かないばかりか症状を悪化させる可能性が指摘されているという見解もあり，消沈

的な感情の場合には，筆記は必ずしも効果的と言えないことが述べられている。このことか

らは，筆記法も怒りの表現の際に有効なアプローチのひとつと考えられるが，どういった対

象を相手にするかによって対処法を考慮する必要があるとも考える。 
 以上のように，怒りを適切に表現する方法を身につけたり，怒り自体を低減するようなア

プローチを行うことによって，ひいては抑うつの予防につながる可能性があると考えられる。

今後は，抑うつの問題を扱う場合に，怒りの表出方法や怒りへの対処法と関連させて検討す

ることも必要であろう。そのためにも，抑うつと怒りにはどのような関連があり，何によっ

て導かれるのかその関係性について検討することは意義があることと考える。 
 今後の研究上の課題としては次の 3 点が考えられる。第一に，抑うつ者は非抑うつ者と比

較して，配偶者や子どもを含めた近親の家族に対しては怒りを表出するという知見もある

(Painury,et al.,2005)。表出の仕方によっても適切か，不適切かが分かれると考えられるため，

どんな状況の場合に怒りを表出，抑制する傾向にあるのかなど，表出の仕方や状況などを考

慮に入れ，今後研究していく必要があるだろう。第二に，結果の一般化のためには変数間の

関連を検討するだけでなく，実際に事例的な検討を行い，本研究で得られたような結果を個

にあてはめることができるか検討する必要があるだろう。第三に，本研究では対象者を健常

者の中で抑うつ症状をもついわゆる軽度抑うつ者としたため，重度の抑うつ者に対してもこ

の結果が述べられるのか，大学生のみでなく一般の人を対象とした場合にも同様の結果が得

られるのかについて検討する必要があると考えられる。 

 最後に，前述の通り，今後抑うつの問題を考える際に怒りに着目することはその理解にお

いても援助においても有用であり意義あることと考えられる。そのためにも，抑うつと怒り

にはどのような関連があり，何がその関係性に関与しているのか実証研究を重ね，明らかに

していくことが望まれる。 
 
 

付記 

 
本研究を進めるにあたり，お忙しい中ご指導・ご助言下さいました諸先生方，調査にご協

力下さいました大学生の皆様に心よりお礼申し上げます。 
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